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江別市大麻でシロハラクイナ
付：北海道でのこれまでの記録

広　　報　　部

2003年9月27日に江別市大麻泉町の住宅窓に衝突した野

鳥1羽があった。地元の指定獣医に持ち込まれたものの、

翌日死亡しており、野幌森林公園の自然ふれあい交流館に

届けられた。この鳥は複数の関係者による観察の結果、シ

ロハラクイナの幼鳥であると同定された（写真参照）。成

鳥に特有の上塀基部の赤はなく、腹下面は灰色に近いもの

であった。バンの幼鳥である可能性は、下尾筒が茶色であ

り（バンでは白色）、脇腹の白い縦斑がない（バンにはあ

る）ことなどから否定された。体各部の計測値などはここ

では省略する。

シロハラクイナは中国南部から東南アジアを中心として

分布する。日本では沖縄県で留鳥であり、九州などでも繁

殖例があるが、それより北ではまれである。愛護会として

把握している北海道での記録を、公表されたもの、および

未発表ではあるが確かと考えられるものを古い順に以下に

あげるが、今回のものを含めて7例にすぎない。

①1983年12月23日　苫小牧市勇払。成鳥を保護。治療、

回復後、飛行機で沖縄に帰した（北海道新聞1983年12月

27日）。

②1988年9月30日。十勝管内大樹町更生。幼鳥を観察し

写真撮影（飯嶋良朗、1989．北海道におけるシロハラク

イナAmαurOmZ3P九oe花王cZJru3の観察例．日本鳥学会誌

37：45－46）。

（卦1989年11月22日。札幌市中央区北海道庁前庭で保護さ

れ、翌日、同市白石区東米里にて放鳥された（山田良造、

1991．北海道に舞い降りた迷鳥たち［8］．北海道野鳥

だより86：7－9）。成幼不記載であるが、文面、写真

（白黒）からは成鳥とみなされる。

④1995年10月19日。櫓山管内上ノ国町。幼鳥を保護。回

復に至ったが、その後の経過は不明（北海道新聞1995年

10月20日）。

（91997年10月16日。札幌市北区篠路在住の人により、札

幌市内で保護された幼鳥が円山動物園に持ち込まれ、回

復に至った。前後の詳細は不明。当時、円山動物園に勤

務していた白澤昌彦氏（現愛護会代表幹事）による写真

が残されている。

（む　2003年5月4日。天売島。野鳥講座においてパークゴ

ルフ場で観察中の19人が成鳥1羽を観察。翌5日にも観

察されている（天売島Seabird Sanctuaryのホームペー

ジおよび私信）。

⑦　2003年9月27日。江別市大麻泉町（今回の記録）

7例中、自然状況下での観察は②と（砂の2例のみであり、

保護されたものが4例、そして今回の事故による収容・死

亡例である。北海道はシロハラクイナの生息域からかなり

はずれている。基本的に北海道での記録は、何らかの原因

により本来の移動コースを大きくはずれて北海道に迷行し、

衰弱、保護に至った個体とみなされるであろう。
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白老町ポロト湖の野鳥
中　野　嘉　陽

は　じめに

原稿依頼のお電話をいただいた時は、何かコラムに体験

風の文を書く程度のことと考えて、気軽にお引き受け致し

ました。ところが数日後送られた「野鳥だより」を拝見し

びっくり、道内各地で活躍されている著名な研究者ばかり、

しかしいったん引き受けたものを辞退することもできませ

ん。覚悟を決めて冬のポロトに通いました。

1ポロト、すばらしき環境

ポロト：アイヌ語で大きい沼という意味だそうです。

どっしりと構えいつも物静かで、天然の森とともに多く

の生き物たちの生命を育む母なる地です。周囲は約4km、

面積は33haです。

昭和53年、湖を含め周囲一帯401haが林野庁から「ポロ

ト自然休養林」に指定されています。

平成14年、日本の自然・文化・歴史遺産を再発見しよう

というねらいで実施された「遊歩百選」に選ばれ、知名度

白老町ポロト湖周辺図

が一段と上がりました。外周6kmの散策路がほどよく整備

されています。また、足に自信がある方には奥に向かって

楢前山や遠く羊蹄山の眺望も楽しめる遊歩道があります。

ポロト湖は清流ウツナイ川から始まり、ポロト湿原やヨ

コスト湿原、ボント沼（小さい沼）など大小様々な水環境

が連なっています。

2　ポロト「わたしの出会った野鳥」

苫小牧の佐藤辰夫氏を初めとする専門家の調査によると

ポロトには140種の野鳥が確認されています。（本誌“北海

道野鳥だより”第68号参照）

私は記録も正確に取っていませんでしたので、「わたし

の出会った野鳥」ということでまとめてみました。

☆沼の鳥

オオハクチョウ、ダイサギ、アオサギ、オジロワシ、オ

オワシ、オナガガモ、キンクロハジロ、カワアイサ、カワ

セミ、ヤマセミ、ホシハジロ、マガモ、カルガモ、カイツ

ブリ、オシドリ。

（まだまだたくさんいるのですが、距離があって正しく確

認できませんでした）。

☆川の鳥　湿原の鳥

カワガラス、ミソサザィ、キセキレイ、ハクセキレイ、

セグロセキレイ、コヨシキリ、オオジシギ、クイナ、アマ

サギ。

☆森の鳥

ウグイス、エゾムシクィ、センダイムシクィ、アカゲラ、

コゲラ、ヤマゲラ、キバシリ、オオコノハズク、アオバズ

ク、フクロウ、ヨタカ、ウソ、イカル、アカハラ、エナガ、

メボソムシクィ、キクイタダキ、クロジ、カケス、シジュ

ウカラ、ハシブトガラ、ヤマガラ、ヒガラ、ゴジュウカラ、

ハイタカ、ノスリ、ヒヨドリ、マヒワ、コマドリ、キビタ

キ、カッコウ、ホトトギス、ツツドリ、ジュウイチ、アオ

ジ、オオルリ、コルリ、ルリピタキ、ミヤマホオジロ、ア

オバト、キジバト、アカショウビン、ツグミ、クロツグミ、

トラツグミ、キジ、メジロ、ヤブサメ、コサメピタキ、ホ

オジロ、イスカ。

☆町との隣接地

ハシブトガラス、ハシボソガラス、トビ、スズメ、ニュ

ウナイスズメ、カワラヒワ、カササギ、ムクドリ、コムク

ドリ、オオセグロカモメ、ツバメ、モズ、キレンジヤク、

ヒレンジヤク、ノピタキ、ペニヒワ、アトリ、オオマシコ、

ベニマシコ、ヒバリ、エゾセンニユウ、シマセンニュウ。
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3　ポロトを代表する野鳥たち

（1）カッコウ科が運ぶ季節の風

早春、ポロト湿原では枯れ草を押上ながらミズバショウ

が緑の頭をもたげて来ます。なまはげみたいなヤチボウズ

も青く色づくと柄に似合わず優しい表情になります。

ゴールデンウイークの話題で楽しい会話が弾むころ、森

の奥から渡って来て間もないツツドリが演奏を始めます。

ポポポポポ　ボンボンボンボン‥・リズミカルな音が湖

水を伝わります。

カッコウ科の2着はカッコウ。5月下旬、種まき鳥がやっ

てくると狭いながらも菜園作りに忙しさが加わります。

例年、初鳴きを記録している人によると、

2003年‥・5月24日　　2002年・・・5月22日

2001年・‥5月31日　　2000年・・・5月25日

ザゼンソウを探しながら湿原を歩いていると、ウグイス

のけたたましい警戒の声、近づき過ぎ？ごめんなさいと謝っ

ているとカッコウがバタバタと飛び立ちました。托卵をめ

ぐるトラブルがあったのでしょう。「卵を産もうとしてい

たところを見つけられてあわてて飛び出した」というのは

あくまでも想像ですが。

初夏の声とともにやってくるのはホトトギスでしょう。

私自身は姿を見たことはありませんが、トッキョキョカキョ

ク（特許許可局）の声が辺りが静かな夜中から早朝にかけ

て森に響きます。ホトトギスはこちらの方ではこれまでに

ほとんど報告はないようですが、聞くところによると同じ

時期に伊達・虻田や室蘭・登別方面でもよく声が聞かれる

ようです。もしかしたらポロトの森の小鳥に托卵している

のかもしれません。何とか確認したいものです。

ジュウイチは本当に「ジュウイナー」と鳴きかわいい感

じがします。姿を現しませんが声は聞こえます。

（2）夏の宝石　カワセミ

インフォメーションセンター前の湖面に張り出した巨木

ミズナラに止まり、水面をじっとうかがう・‥ねらいが

定まると一直線に飛び込み、見事に捕らえ、近くの切り通

しにある巣穴に運ぶ。日に何度も繰り返される光景です。

巣は8個あります。

近所に住んでいる方の庭にはボント沼の水が流れるよう

になっていて、天然の淡水魚が豊富です。「家の中からカ

ワセミが見られて、最高の幸せです」と言います。

湖にはコィ、フナ、ワカサギ、ウグィ、アメマス、ヒメ

マス、ニジマスなど多くの魚が生息しています。ワカサギ

は白老漁業協同組合で卵の放流を行っており冬期間は4，000人

もの釣り人でにぎわいます。町史をひもとくと、「大正初

期から漁獲量の減少による漁業不振のぽん回を図るため白

老村のいたるところにある天然の沼と河川を利用しての養

魚事業を推進した」とあります。豊かな淡水魚はそのころ

の名残かもしれません。

1月11日、自然が大好きな知人がウツナイ川でカワセミ

を見つけて撮影してくれました。冬期間も渡らずここに残っ

て輝く美しきを見せてくれた事に感謝しました。

ポロトには湖面に大きく張り出したミズナラの巨木やハ

ンノキがたくさんありヤマセミも狩場として利用しています。

カワセミ　菅原弘行氏　撮影

（3）落葉の森はキツツキ科

秋、広葉樹が葉を落とすとアカゲラの活動がよく分かる

ようになります。人が近づいても逃げません。すぐそばを

羽音をうならせながら飛んで行きます。

湿原には枯木が多いため、虫の種類が多くキツツキにとっ

ては冬の食料貯蔵庫です。

木をつつく音がリズミカルに響きます。静かな森にこだ

まするドラミングは体内にしこっている「雑音」を追い出

してくれるようです。

アカゲラが営巣にしたと思われる樹洞がたくさんあり、

お下がりをゴジュウカラやニュウナイスズメなどが入口を

改良して拝借しています。アカゲラは冬になると町の方に

もよくやって来て脂身をつついています。赤、白、異のコ

ントラストが美しいこの鳥は大変人気があります。

アイヌ民話に次のような言い伝えがあります。

アカゲラはあまり人を恐れず近くまで来てはトントンと

つついている。小さいころ畑仕事に親に連れられて行くと

よく見かけた。あまりにも鮮やかな色の鳥だから父に「き

れいな着物を着ているからうらやましい」というと父は

「鳥が着物を着るものか」といっていつも笑われた。また、

この点をむやみに獲ったり殺したりするものではない。も
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しこの鳥を殺した男がいたらその男は着るものに恵まれな

いで一生ぼろぼろの着物しか着られなくなる。

ヤマゲラがピョービョーと大きな声を繰り返しながら飛

んで行きます。数は多くありませんがクマゲラの声を聞い

た人にたびたび出会います。

細い枝にはコゲラが集まります。この点も人を警戒しな

いので、すぐそばで観察することができます。

（4）氷上のダイサギ

ダイサギが冬に普通に見られるようになったのは平成14

年ころからだと思います。12月始めから目につき、冬を過

ごしています。

15年初冬、ポロト近くに住む方から「白いサギが来てい

る」と電話があり、カメラをもって出かけました。以後時

間を見つけて観察を続けるが、なかなか警戒心が強い鳥で

近づくことができません。1月中旬には段々慣れ2、3人

にカメラを向けられながらもハンノキのてっぺんから逃げ

ようとしません。ボロトでは氷の上にアオサギと並んで2

羽が休んでいました。アオサギの方が体が大きいはずです

が並んでいるとダイサギが大きく見えます。

12月初旬には多いときで7羽いましたが、氷面積が増す

につれて3羽、2羽、1羽と少なくなって来ました。1月

中旬になると結氷が広がり見る機会が少なくなりました。

全面結氷した18日には南の川で2羽見ることができました。

昨年の例から考えると白老で越冬するものと思われます。

サギ科は開発によってどんどん営巣地を奪われ、数を減

らしていますが、ポロト一帯や白老町にはたくさん集まっ

て来ます。アオサギは冬期間も20、30羽います。ただし夏

期間と冬期間が同じ個体なのかどうかは未確認です。

ヨコスト湿原は温泉の湯が少し流入するので冬も暖かく、

魚も多いのでサギ科を初め野鳥たちの食料基地です。ポロ

ト湖が全面結氷するとここにやって来て食事をし、ポロト

湖で休息、羽繕いをし、夜はボント沼で休んでいます。

アマサギも多いときで7羽確認されています。若葉のこ

ろにやって来る夏鳥ですが繁殖は確認されていません。あ

まり長く滞在していないようです。白老牛の放牧地があち

こちにあり、アマサギは黒牛の後をついて歩き牛が追い立

てた昆虫をいただいています。見ていると、白と黒の動き

のあるコントラストがおもしろい。牧場の方の話では、背

中に乗っかって虫をとることもあるようですが牛は全く気

にしないどころか、うるさい虫を取ったり追い払ったりす

るのでありがたい存在のようです。

記録によればチュウサギもいるようです。

10年ほど前から苫小牧一白老に定住し、営巣もしている

カササギが町の人の話題になります。特徴のある大きい姿、

変わった鳴き声、10羽前後の群れを作って行動し目立ちま

す。名前から「サギの仲間ですか」と聞かれることがあり

ますが、カラス科です。

タイサギ　菅原弘行氏　撮影

（5）年中無休、カラ類

1月の暖かい日、森を歩いていると笹の中からカサカサ

と音がします。何か小動物が動き回るような感じで、あち

こちから聞こえて来ます。じっと目をこらして見ると、ハ

シブトガラです。何かを見つけて食べているのでしょう。

笹の中にからまっているヤマブドウの葉をつついている

のが見えました。何が食料になるのでしょう。ブドウの実

でも残っていたのでしょうか。

丸まったブドウの葉を採って開いて見ました。中から出

て来たのはクモです。じっと身を縮めて動きません。冬眠

中なのでしょう。

カラ類やエナガ、キクイタグキ、キバシリなどの小さな

鳥が微細な虫、虫卵やサナギの隠れ家を見つけ、採食して

くれるので虫による森林被害が少なくてすむのです。

湖畔はハンノキが多い。小さな種が雪の上にばらばら降っ

ています。ここにはカラ類やエナガが混群を作って採餌し

ます。マヒワの群れが集まって来ます。

カラマツ人工林もあり、小さな鳥たちは冬の食料に恵ま

れています。シジュウカラは1月の寒い森でツピーツツピー

とさえずって春を感じさせます。

4　野鳥たちの「ふるさと2000年の森」へ

（1）ウツナイ川

ウツナイ川はポロトの北西ホロホロ山系の伏流水が流れ

る清流です。下流に来てポロト湿原を潤し、クレソンなど

の水草を育てます。年間を通して水量はほぼ一定で枯れた
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り暴れたりすることはありません。

湖からの流水はポロト湖畔低湿地帯を通り、海岸近くで

潤沢なヨコスト湿原を形成し、太平洋に流れます。ヨコス

ト湿原は近年乾燥化が著しく、動植物の生息に大きな影響

を与えています。

（2）多様な樹木

冬の森を遠くから眺めると天然林をベースに、昭和20年

代に植林されたカラマツ、トドマツ人工林が1haほどのま

とまりで斑模様になっているのがわかります。

過去、噴火の被害が少なかったこの森には大人が3人手

を回してようやくという巨木ミズナラ、イタヤカエデ、ハ

リギリ、クリなどがどっしり構えています。「白老水と緑

のネットワーク」の調査によると、胸高幹回り5．6mのミ

ズナラや5．76mのハリギリ（樹齢300、400年？）が確認さ

れています。幹回り3m以上の巨木は現在130本見つかっ

ています。巨木には樹洞が多く、野鳥や動物たちに快適な

すみ家を提供しています。

天然林は高木・中木・低木が階層構造を作り、つる植物

がからみ、地表には林床植物が生えています。実のなる木

もたくさんあります。

雪の少ない白老では真冬でも雪間が多く、大木の根回り

にはぽっかり雪えくぼができます。枯れ草をかぶりながら

フツキソウやナニワズが青々と茂り、雪原のオアシスです。

ミヤマホオジロが草の種をついばみにやってきます。ちょっ

と草をかき分け見ると簡単にクモや昆虫を見つけることが

できます。エゾリスやカケスの食料貯蔵庫になっているよ

うで春になるとミズナラの芽があります。

し

前述のように、森の鳥が多いのは各種類に対応した多様

な樹木などが織りなす豊かな環境のお陰です。

（3）生き物たちの湖畔

湖畔にはミズナラやハンノキが育ち、日光を求めて水面

に張り出しています。少し辛そうな姿勢の樹木もあります

が鳥にとっては誠に恵まれた環境です。

水辺にはハンノキやヨシ群落があり、湖岸の植物は昆虫、

魚類、藻類、微生物などの生き物と共生しています。

おわ　り　に

自然休養林一帯は環境庁の“鳥獣保護区”に指定され、

主として胆振東部森林管理署が管理しています。しかし、

なんといっても四季を通して毎日ここを訪れ、鳥を愛し花

を愛でる多くの人々の支えがあってこそ豊かな自然が守ら

れて行くものと思います。

最近、ポロトのよさを学び、多くの人々に伝えようとい

う団体が作られ活動をしていることはうれしい事です。

・白老水と緑のネットワーク

・植物ボランティア・サリカリア

・日本野鳥の会白老支部

・ポロトの森ネイチャーガイドめむの会

・一樹会

白老町は町民ぐるみで「ふるさと2000年の森」を守り育

てて行こうとしています。

〒059－0906　白老町本町1－1－30

八戸航路ゴキゲン船旅

昨年は、苫小牧一八戸航路での洋上のバードウオッチン

グの船旅に何度か行ってきましたので、その行程のあらま

しと魅力などを紹介いたします。ベテランの諸先輩にうか

がうと、当たりはずれのはげしい探鳥コースとのことでし

たが、同行したメンバーに恵まれまして、乗船した2月、

4月、7月、8月とも、海鳥大当たりのゴキゲン船旅でした。

特に、4月にでかけたときは八戸出港直後にハシボソミ

ズナギドリの数万と思われる大群に遭遇し、そのまま苫小

牧入港直前まで優雅な飛翔を楽しみました。

それは、八戸出港の際のカモメ達の舞う旅情を誘う風景

をあとにして、沖合いに出たときのことです。船を追い越

して水面をかすめるように北へ北へと目指してゆく群れが

現れたのです。同行の師匠によるとこの時期、北太平洋の

餌場に向かうこの鳥の大移動とのことです。図鑑を参照し

臼

てみましたら、まさしくオーストラリアのタスマニア島を

繁殖地とする、ハシボソミズナギドリです。船の後方に立

つ航跡には無数の個体が群れ、次々と羽ばたいては通り過

ぎてゆきます。その姿はなんとも美しく、のびやかに翼を

ひろげて滑翔する姿は、ときおり陽の光を映してかすかに

銀色に輝き、思わずパチパチと拍手したくなるほど素敵で

した。

それと、小鳥達の春の渡りにも遭遇しました。甲板で海

面をながめていると、目の前をチチッと鳴きながら飛ぶハ

クセキレイが船を追い越して行きます。しばらくするとま

たチチッと鳴く声が再びきこえます。先ほどのハクセキレ

イのようです。なんと、上部甲板に降り、翼を休めている

ではありませんか。ちゃっかりと無賃乗船しているのです。

また、コサメピタキと思われる′卜烏の一群が、ひそかに洋
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上を飛んで行きます。こちらは無賃乗船する気配はなく、

海上を見え隠れしながら去って行きます。彼らの北に向かっ

て一心不乱に飛ぶ姿は本当にけなげで感動しました。思わ

ず「がんばれよ－」とエールをおくりました。

この他、2月には水面から湧き上がってくるように現れ

た約千羽ほどのエトロフウミスズメや、波間を飛ぶアカエ

リヒレアシシギ、ハイイロヒレアシシギなどを楽しみました。

また、夏場の航路では目の前の海面からふわーっと浮か

び上がり悠然と飛ぶコアホウドリやクロアシアホウドリ、

またガッシリした精惇な体躯で直線的に飛ぶフルマカモメ

の美しい飛翔が目に焼き付いています。さらに、やや高い

ところを群れで飛び、船とすれちがって南へ渡って行った

シギ・チドリ類の元気な姿も印象に残っています。

たくましさ　生命の在りて　い群れ飛ぶ

ミズナギドリは　しろがねに映ゆ

1．行　程

（1）利用した航路（平成15年8月現在）

川崎近海汽船㈱（シルバークイーン）

・予約センター：0120－539－468

・連絡先：0144－34L1181（苫小牧）

0178－28－2018（八戸）

t旅客運賃：片道3，980円（各種割引有り）

（往路）21：15　苫小牧フェリーターミナル発

（20：00乗船開始）

04：15　八戸フェリーターミナル着

（復路）08：45　八戸フェリーターミナル発

15：45　苫小牧フェリーターミナル着

（2）バードウオッチング

八戸到着後出港までの間、港周辺を探鳥。

八戸出港から苫小牧入港まで船上より探鳥。

北海道野鳥だより　第135号（2004）

2．観察用具

双眼鏡の他、望遠鏡もあるとよいでしょう。なお、ゆれ

る船の甲板で飛んでいる鳥を望遠鏡の視野の中に捉えるこ

とは、はためで見ていると結構難しそうですが、なれると

比較的簡単にできるようになります。筆者は手製の粗末な

照準器を使っていますが、これにより上空を飛ぶ鳥も何と

か追うことができます。なおC社製のスタビライザーの付

いた高倍率の双眼鏡を試用させてもらったことがあるので

すが、なかなか良かった記憶があります。

また、鳥の図鑑ですが、できたらイラストや写真による

内外のものを持ち寄り、比撃しながら利用するのも楽しい

ものです。

3．乗船にあたって

（1）食　事

船内ではカップ麺など、軽食を入手することができます

が、往路・復路を含め3食分の食料を持参したほうが無難

です。なお、往路の苫小牧出港前にフェリーターミナルの

レストランで夕食を済ます手もあります。

また、八戸港のレストランは、季節により早朝の営業を

していないことのほうが多いようです。復路出港前の利用

を予定する場合は、営業時間を確認しておくことが不可欠

です。

（2）服　装

ともかく、船内は暖房が行き届き暑いくらいなのですが、

航行中の甲板はふきさらしでやたらと寒いのです。真夏で

あっても春・秋の服装、春・秋であれば真冬の服装、冬期

であればおおげさに言えば南極越冬隊かヒマラヤ遠征隊な

みの服装といったように防寒には十分留意したいです。

（3）乗船予約など

満員のため乗船できないことはあまりないのですが、お

盆や連休にぶつかる場合など心配の向きは、事前に電話予

約をしたほうが良いと思います。なお、苫小牧出港の際、

乗船開始は20：00ですので、港には早めに到着をしておい

たほうが良いでしょう。

（4）その他

船室では貸し毛布（有料）を利用することができますが、

できたら寝袋を持参したほうが、より快適な睡眠をとるこ

とができると思われます。なお、船は7，000t級の大型船

なので、よほどの悪天候でないかぎり、揺れはあまり気に

なりません。

また、往路は夜間の航海となりますので、船室ではとか

く鳥談義などで盛り上がることがあります。消灯の22：00

以降はレストランルームに移動してその続きを楽しむこと

も可能ですが、翌日の航海を考えて、お酒は控えめに、早

めにお休みになることをお勧めいたします。

〒064－0913　札幌市中央区南13粂西18丁目1－3
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≠一打九一枯≠t綿IH一肌Ⅵ一㍍－IH一肌≠≠≠1■≠≠≠≠一事＃．≠≠1■≠≠≠lH．tH■≠≠≠

アメリカイソシギ・カナダヅル観察記

野　呂　一　別

≠tP■≠≠lHl≠tおりl≠≠ヽ枯≠tHl≠≠tHltHl≠≠≠tLYltHll事Jl≠tHll蛸lWWW≠≠≠

2003年5月17日。私は早朝から浦幌野鳥倶楽部の仲間と

ともに町内の林道へ夏鳥の観察に出かけていました。この

日、天候は曇りで鳥の方にもあまり活発な動きがありませ

んでした。それでも、オオルリ、キビタキ、マミジロなど

を見ることができ、次の目的地へと移動することにしまし

たが、いったん私は家に戻りました。浦幌町字厚内の厚内

川の河口から300m程上流に架かる私が毎日通る橋を通過

した時のことです。車を走らせながら何気なく川の中を見

るとシギと思われる鳥が歩いていました。ふだんの朝の通

勤途中や、仕事を終えての帰宅途中であったならば「この

時季にこの場所ならキアシシギかイソシギあたりだな」と

そのまま通過しているケースでしたが、この日は前述した

ように早朝から鳥見モードに入りっぱなしだったので、一

応確認すべく川面が見られる場所へ車を戻しました。

アメリカイソシギ　2003年5月17日　筆者撮影

双眼鏡を取り出すとその鳥が目の前を横切っていきます。

距離にして10m程でした。双眼鏡を使わなくても特徴がよ

く分かりました。塀が黄色く、先端が黒っほい。喉から腹

にかけて黒い斑が散らばっている。眉斑は真っ白で過眼線

はくっきりと細く真っ黒。こんなシギは見た記憶がありま

せんでした。特に、塀の黄色がこんなに鮮やかなシギは初

めてでした。持ち歩いているフィールドガイドには該当す

る鳥が見つからなかったので、とりあえずデジスコープで

撮り、いったん家に戻ることにしました。手持ちの日本の

鳥の図鑑等を調べても「これだ」というシギは見あたりま

せんでした。お恥ずかしい話ですが、この時点で私は、ま

だ見たことのないナシマシギくらいかなあ、と思っていま

した。

このまま暖味にしておくのもいやだったので、斜里に住

む知人に撮ったばかりの画像をメールで送り識別して貰う

ことにしました。すると、その知人からすぐに電話がかかっ

てきて、受話器を取ると彼は真っ先に「日本初記録になる

と思うよ！」と言うのです。私が「え？ホントに？そんな

かたじけない鳥なの？」と聞くと「アメリカイソシギです

よ。ほぼ間違いなく日本初記録ですよ。」とやや興奮気味

に教えてくれたのでした。なるほど、日本の図鑑に出てな

いわけです。数冊持っている海外の図鑑を開いてみると、

おお！まさしくアメリカイソシギ。これはほんとに日本初

記録になるかも知れないと思った私は、きちんとした写真

を残しておこうと現場に戻り、カメラのシャッターを何度

も押したのでした。

この鳥の行動の殆どは餌探しのようです。同場所にはキョ

ウジョシギ、キアシシギ、イソシギなどがいましたが、そ

れらと行動することはなく、イソシギと同じように尾を上

下に振りながら常に単独で動き回っていました。鳴き声を

聞いた覚えがあるのですが、記録していなかったためどの

ように鳴いたのかは分かりません。一一度、川の中から小魚

をつまみ上げ、塀でつついているところを見ましたが、食

べていたのかどうか分かりませんでした。

結局この鳥は17日、19日まで姿を見ることが出来ました

が、その後見ることはありませんでした。3日間での観察

者は14、5名程でした。発見現場は小さな集落の小さな川

で、こんな所で？と思うような場所です。どんな所でもま

めに観察することの大事さを改めて思い知らされた、今回

のアメリカイソシギ観察でした。

なお、適切な識別をしていただいた斜里在住の川崎康弘

氏に感謝申し上げます。

カナダツル　2003年11月11日　筆者掘影
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次に、本道では観察例の少ないカナダヅルの観察状況に

ついて書きます。2003年10月14日、十勝に飛来している雁

の観察に出かけた時のことでした。午前、豊頃町幌岡の通

称大沼の側の草地の横を通った時です。私の車に驚いたの

かグレー色の鳥が飛び立ちました。後ろ姿だったためすぐ

にはなんの鳥か分かりませんでしたが、飛ぶ姿が横に見え

た時にツルの仲間だなと思いました。すぐに視界から消え

ましたが、付近を探しているとタンチョウ2羽に追い払わ

れるように戻ってきて、沼近くの草地に降り立ちました。

カナダヅルでした。すぐにまた飛んでしまい、結局この日

は以後姿を見ることはありませんでした。10月下旬に今度

は浦幌町朝日地区に同個体と思われるカナダゾルが出現し

ましたが、一日で移動したらしく見あたらなくなりました。

11月2日、再び豊頃町幌岡に現れ、牧草地で餌を採ってい

ました。この日は数名で確認することができました。

その後は主に豊頃町内で観察されましたが、よく見るこ

とができたのは刈り取り後のデントコーン畑で、2羽のタ

ンチョウ（成鳥）と行動をともにしていることが多く、ま

れに別の3羽のタンチョウと行動することもありました。

地上では殆どの時間餌を採ることに費やしていました。ま

北海道野鳥だより　第135号（2004）

た、図鑑等には「日本では殆ど鳴かない」との記述が見受

けられますが、この個体ではそんなことはなく、タンチョ

ウとともに鳴く姿が見受けられました。11月22日10時頃だっ

たでしょうか、大沼の近くの草地に2羽のタンチョウと一

緒にいた時のことです。親子連れと思われるタンチョウ3

羽の威嚇を受けて飛び立ったのを最後に姿を見せなくなり

ました。その後の調べで、同日14時頃、阿寒町国際ツル保

護センターに降り立ったのが確認されています。おそらく

同個体と思われます。春に再びタンチョウと共に現れる可

能性はあるのでしょうか。

〒089－5865　浦幌町字厚内11－11

［編集部より］アメリカイソシギについては、2003年6月

6日の北海道新聞全道版にまずカラー写真付きで掲載され、

またバーダー誌（文一総合出版）第17巻第9号（2003）に

も紹介されました。日本では過去に記録がありませんでし

たので、野鳥図鑑などには載っていません。今回のものが

日本初記録として将来に残されるだろうということを考慮

し、野呂さんにお願いして寄稿していただきました。

シジュウカラ． 俛X峇�個体の 豫��� 

高　橋　良 �+ﾂ�

シジュウカラの異化個体と思われる鳥を観察したので経

過を報告する。

2003年11月13日、札幌市手稲区のSさんという方から私

あてに「自宅の庭のエサ台に見慣れない、真っ黒な小鳥が

来ている」とのメールをいただいた。メールには窓越しに

撮影したその鳥のデジタル写真が添付されていたが、それ

は、背中は幾分明るい灰色で頭から胸、腹までほほほ真っ

黒というものであった。体全体のバランスやくちばしの形

からカラ類のように思われたが、種はまったく見当がつか

ない。鳥仲間に外国の図鑑を調べてもらったが、該当する

ものはないようであった。

その鳥は、その翌日も庭に現れたということであり、た

またまSさん宅が私の自宅から近いことが分かったので、

翌々日15日朝、私自身がこの家を訪問し、2時間ほどの間

庭でこの鳥を観察させていただいた。

大きさはスズメくらいで、背中はいくらか緑色がかった

明るい灰色だが、一見したところでは全身真っ黒、クロジ

よりも黒い感じであった。よく見ると目のまわりや頬の部

分に白い斑点がある。この鳥は生垣の繁みに隠れているこ

とが多かったが、何度かエサ台に現れ、ピーナツ片やヒマ

ワリの種をくわえて行った。ヒマワリの種を脚で押さえ、

くちばしで殻を割って食べるというカラ類特有と思われる

行動も見られた。動きはカラ類同様にすばやい。この時間

ほかにスズメ約20、シジュウカラ、ゴジュウカラ各1がエ

サ台に現れたが、これらの鳥とは別に単独で行動していた。

鳴き声はまったく聞かれなかった。

2003年11月15日　札幌市手稲区
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観察しているうちに、シジュウカラの異化個体というも

のではないのかという気がしてきた。しかし、自化個体と

いうのは稀に聞くけれども、異化個体などというものが出

現しうるものなのか、自信は持てなかった。

何枚か写真が撮影できたので、帰宅後写真を整理してみ

ると、腹部の羽毛が不自然にケバ立っていて、ベターつと

した感じを受けたので、油か何かで汚れただけなのかとも

考えてみた。しかし、油汚れならば、もう少しまだらな感

じになるだろうし、脚はまったく汚れていなかった。ごく

普通にすばやく飛び回っていたので健常であったと考えて

よいだろう。

時間が経てば変色することもありうるかと思い、近いう

ちにまたこのお宅を訪ねるつもりでいたが、残念ながらこ

の鳥は、11月17日に現れたのを最後にその後は姿がないと

のことで、結局私が観察したのも一度きりになってしまっ

た。

その後識別に詳しい数人の方に写真を見ていただいたが、

いずれの方もシジュウカラの異化個体という見解であった。

その根拠はおおむね、外国産にもこのような羽色の鳥は見

当たらないこと、羽色やくちばし・脚の形、食性などがシ

ジュウカラに最も近いというものである。現在では私自身

もそういう結論で納得しており、貴重な経験をさせてもらっ

たものだと思う次第である。

〒006－0851札幌市手稲区星置1条6丁目8－1

楯山支庁管内の5つの河川の水鳥類

富　沢　昌

は　じめに

檜山支庁は北海道南西部，渡島半島の日本海側に南北に

細長く広がっている。天ノ川（上ノ国町）、厚沢部川（江

差町）、見市川（熊石町）、臼別川（大成町）、後志利別川

（北捨山町）の5つの河川は南から北に順に位置している。

5つの河川の各河口付近で、主に水面や水辺にいる水鳥類

の種類と個体数を双眼鏡と望遠鏡を用いて観察し、記録し

た。同時に川周辺のヨシ原湿地や草原で観察される猛禽類

や小鳥類等もその種類を記録した。1998年（平成10年）6

月から1999年（平成11年）5月までで、5つの河川とも各

月1回、合計12回の調査を実施したので、その概要を報告

する。

調査結果

観察された水鳥類は5つの河川の合計でカイツブリ目3

種、ペリカン目1種、コウノトリ目4種、カモ目18種、ツ

ル目1種、チドリ目16種、合計43種であった（表1）。こ

れにタカ目6種、その他の小鳥類等33種を併せると82種の

鳥類が観察された。観察数ではチドリ目が最多で約73％、

カモ日が約18％、ペリカン目が約6％、コウノトリ目が約

3％であった（図1）。それぞれの日ごとに観察された種

類や時期や観察数について特徴な点を次に述べる。

1　カイツブリ目

カイツブリ、ミミカイツブリ、ハジロカイツブリの3種

が観察された。カイツブリは春から夏に、残りの2種は秋

から冬に観察されたが、少数であった。また、天ノ川と厚

沢部川の2河川だけで観察された。

2　ペリカン目

ウミウが4月から11月に多く、特に7月から9月には多

数観察された。12月から翌年の3月まではほとんど観察さ

れなくなるが、冬に川面が凍結すると河口付近に飛来しな

くなるだけで、海では観察された。

3　コウノトリ目

アオサギは1年中観察され、5つの河川すべてで観察さ

れた。11月から翌年1月にも天ノ川だけではあるが少数観

察され、一部は櫓山支庁管内で越冬していると考えられた

（図2上）。ダイサギは3月から6月と10月と1月に、コサ

ギは7月と8月に少数であるが観察された。シラサギ類は

北海道では希な夏鳥とされていたが、近年飛来数が増加中

とされている。今回の調査でも観察数はあまり多くないが

比較的普通に記録され、特にダイサギは観察される回数が

多かった。迷鳥のヘラサギが厚沢部川で1998年6月21日に

観察された。少なくとも、前後約2週間の期間、厚沢部川

で観察されていた。

4　カモ目

繁殖期の5月から8月にかけてはオシドリ、マガモ、カ

ルガモの3種が観察されたが、観察数は3種とも少なかっ

た（図2中）。9月から翌年の4月までは、種数、観察数

とも多くなり、特に2月と3月には、マガモ、カルガモ、

コガモ、オナガガモ、ホオジロガモ、カワアイサ、ウミア

イサなど多くの種類が観察され、観察数も多かった。ただ

し、1月には、川面の凍結している場所が多く、ほとんど

観察されなかった。一方、オシドリは9月から翌年4月ま

での間、観察されなくなった。また、オオハクチョウは11

月と12月に、ヒシクイは12月に厚沢部川で観察された。

ー10－



5　ツ　ル　目

バン1種が観察されただけで、観察された回数も観察数

も少なかった。

6　チドリ目

コチドリ、イソシギ、オオジシギは4月から8月にかけ

て、アオアシシギ、キアシシギ、ソリハシシギの3種は7

月と8月に観察されたが少数であった。オオセグロカモメ

は1年中観察され、観察数も多かった（図2下）。ウミネ

コも4月から11月には多数観察されたが、12月と1月には

ほとんど観察されなかった。この2種は桧山支庁管内の海

岸や小島で営巣・育雛しているのが観察される。セグロカ

モメ、シロカモメ、カモメは11月から翌年4月までに観察

され、セグロカモメとシロカモメは少数であったが、カモ

メは11月と2月には多数観察された。ユリカモメは7月か

ら10月に、ミツエビカモメは11月に観察され、アジサシは

8月に天ノ川と後志利別川で1羽ずつが観察された。

図1．5つの河川で観察された水鳥類の
合計の種数と観察数

7　タ　カ　目（参考）

トビは1年中観察され、ミサゴは繁殖期の5月から8月

にかけて観察された。オジロワシ、オオワシ、ノスリは11

月から3月までに少数ではあるが観察され、ハヤブサは天

ノ川で8月に1回観察されただけである。

8　そ　の他

イソヒヨドリは河川の近くの岩場で観察された。槍山支

庁管内の海岸線には岩場や崖が多く、比較的普通にこの鳥

を見ることができる。調査を行った5つの河川の近くでは

ないが、海に飛来するアオバトの群れを何度か観察した。

最後に、5つの河川を比較すると、天ノ川、厚沢部川、

後志利別川ではチドリ目とカモ目が種数では同じくらい観

察され、観察数ではチドリ目が約55から60％、カモ目も20

から30％を占めていた。一方、見市川と臼別川ではカモ日

はあまり観察されず、チドリ目が種数・観察数とも多くなっ

北海道野鳥だより　第135号（2004）

ている。この2つの河川は前の3つの河川に比べ川幅も狭

いことが影響していると思われる。

あわ　り　に

櫓山支庁管内の南から北に位置する5つの河川で、1年

間にわたり主に水鳥類を観察した。しかし、観察されたの

はオオセグロカモメとウミネコがほとんどで、シギチドリ

類やガンカモ類は種数もあまり多いものではなかった。檜

山支庁管内は急峻な地形が多く、平野部は限られている。

このため大きな湖沼もなく、河川も河口付近でもあまり川

幅も広くなく、流れも穏やかなところは限られている。こ

のことが飛来するシギチドリ類やガンカモ類が少ないこと

に影響していると思われる。一方で、岩場が多いためにイ

ソヒヨドリヤアオバトが多く見られ、また、本州に近いた

めかシラサギ類も観察されたことが、特徴的な点である。

〒043－0061櫓山郡江差町字南ケ丘179－7
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表1．各河川で観察された水鳥類

恥　目　　名　科　　名　　種

1カイツブリ　カイツブリ　カイツブリ

2　　　　　　　　　　　　　　ハジロカイツブリ

3　　　　　　　　　　　　　ミミカイツブリ　　○

4　ペリカン　　ウ　　　　　ウミウ　　　　　　○　○

5　コウノトリ　サギ　　　ダイサギ　　　　　0　0　　0　0

6　　　　　　　　　　　　　コサギ　　　　　　〇　〇　　　　〇

7　　　　　　　　　　　　　アオサギ　　　　　0　0

8　　　　　　トキ　　　へラサギ　　　　　　○

9　カモ　　　　カモ　　　　ヒシクイ　　　　　　　○

オオハクチョウ

オシドリ

マガモ

カルガモ

コガモ

ヨシガモ

ヒドリガモ　　　　　　○

オナガガモ　　　　○　○

ハシビロガモ

ホシハジロ

キンタロハジロ　　○　○

スズガモ

コオリガモ　　　　　　○

ホオジロガモ　　　〇　〇　〇　　〇

ミコアイサ　　　　　○　　　　○

ウミアイサ　　　　〇　〇　〇　〇　〇

カワアイサ　　　　〇　〇　　　　〇

27　ツル　　　クイナ　　バン　　　　　　　〇　〇　　　　〇

28　チドリ　　　チドリ　　　コチドリ

29　　　　　　　シギ　　　トウネン

30　　　　　　　　　　　　　　ハマシギ

31　　　　　　　　　　　　　　アオアシシギ

32　　　　　　　　　　　　　　キアシシギ

33　　　　　　　　　　　　　　イソシギ

34　　　　　　　　　　　　　　ソリハシシギ

35　　　　　　　　　　　　　　オオジシギ

36　　　　　　　カモメ　　　ユリカモメ

37　　　　　　　　　　　　　　セグロカモメ

38　　　　　　　　　　　　　　オオセグロカモメ

39　　　　　　　　　　　　　　シロカモメ

40　　　　　　　　　　　　　　　カモメ

41　　　　　　　　　　　　ウミネコ

42　　　　　　　　　　　　　　ミツユビカモメ

43　　　　　　　　　　　　　　アジサシ

タカ ミサゴ

トビ

オジロワシ

オオワシ

ノスリ

ハヤプサ　ハヤプサ

〇　〇　　　　〇

〇　〇　〇　　〇

〇　　　　○

○

種　数 28

カイツブリ日　　　　3

ペリカン目　　　　11111

コウノトリ目　　　　3　4　1　2　3

カモ目　　　　　　　913　2　115

ツル目　　　　　　　11　0　0　1

チドリ目

野幌森林公園のたん鳥会に

さんかして

2003．12．7

琴似小学校2年

松　山　遼太郎

お父さんとおかあさんとぼくの3人で初めてたん鳥会に

さんかしました。林の中は、雪がたくさんつもっていて歩

くのが大へんでした。でも、たくさん鳥が見たかったから

がんばって歩きました。いっしょにさんかした知らないお

じさん、おばさんが木のえだに止まっている鳥やどうぶっ

をさがして教えてくれました。アカゲラ・コゲラ・ハシブ

トガラ・キバシリ・エゾリスなどを見ることができました。

耳をすましたらアカゲラが木をコツコツとたたいていまし

た。思っていたより大きい音でたたいていたのでびっくり

しました。たん鳥会にさんかしてお友だちもできました。

とっても楽しかったです。

〒001－0905　札幌市北区新琴似5粂2丁目1－7－501

【記録された鳥】トビ、コゲラ、アカゲラ、ヒヨドリ、ハ

シプトガラ、ゴジュウカラ、キバシリ、ハシブトガラス

以上　8種

【参加者】岡田幹夫、小堀憧治、小山久一、川村宣子、白

澤昌彦、佐々木　裕、道場　優、戸津高保、樋口孝城、成

澤里美、浪田良三、吉田慶子、山口和夫、松原寛直・敏子、

松山建志・順子・遼太郎　　　　　　　　　　以上18名

【担当幹事】成澤里美、戸津高保

小樽港探鳥会に参加させていただき 

2004．1．18　桑木　　　功 

私の北海道での探鳥は2001年よりのもので、道庁環境生

活部の野生生物係小野理様に資料をいただいたのが、ご縁

の始まりでした。又、今回北海道の鳥（北大図書刊行会）

にて、北海道野鳥愛護会を知り、道央・道南の探鳥地の問

い合せをいたしました。そして、入会のお誘いを受け、加

入と北海道内の探鳥地を紹介した「私たちの探鳥会」（30

周年記念誌）を手にする事が出来ました。探鳥会当日は、

数日前の冬の嵐を思わせる事の無い晴天と成りました。集

合地J R小樽駅にて野鳥の会小樽支部の方々と行動を共に

しながら、祝津港で多くの海鳥を見せていただきました。

その後二ヶ所を経て昼食をフェリー埠頭でとり、小樽に向

かい二ヶ所を加えて小樽駅前で解散となりました。

さて私の持った感動については、大阪・兵庫に於いては

見られない海鳥を多く、皆様のお教えを受けて見る事が出

来た事です。印象に残った鳥種はアカエリカイツブリ・ウ
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ミスズメ・ウミガラス・ケイマフリ・コオリガモ・（オオ

ハム）・（ハシブトウミガラス）などでした。（）につ

いては目に出来ませんでしたが。

小樽港以外にも1月17日：円山公園、1月19日：西岡公

園（会員の品川陸生さんにご案内いただき、シマエナガ・
ハシブトガラ・ミヤマカケス・アカゲラ他を見せていただ

く。エゾリスもカメラに収める事が出来た。）1月20日：

ウトナイ湖（オオハクチョウ・ヒシクイ・アカゲラ・シメ・

ハシブトガラ・シロハラゴジュウカラ他）の巡りでした。

今回の探鳥旅行で、北海道の野鳥を雪景色と共に楽しみ、

同時に地理を少し知り、大いなる満足にての帰路となりま

した。本当に皆様方のお陰と感謝致しております。此の喜

びを周辺の方々に伝え、再び訪ずれ（次回は森の鳥）と考

えを及ぼしております。有りがとうございました。末筆な

がら愛護会の益々のご発展と会員の皆様方のご健康とご多

幸をお祈り致します。

小樽にて　北の方々　賑わいて

水鳥多く　教えを受ける

〒661－0035　兵庫県尼崎市武庫之荘5丁目24－31

【記録された鳥】アビ、オオハム、アカエリカイツブリ、

ハジロカイツブリ、ウミウ、ヒメウ、トビ、オジロワシ、

オオワシ、マガモ、キンクロハジロ、スズガモ、シノリガ

モ、コオリガモ、ホオジロガモ、ウミアイサ、ウミネコ、

カモメ、セグロカモメ、オオセグロカモメ、シロカモメ、

ワシカモメ、ウミガラス、ハシブトウミガラス、ケイマフ

リ、ウミスズメ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、ツグミ、スズ

メ、ムクドリ、ハシポソガラス、ハシブトガラス、ドバト

以上　34種

【参加者】井上公雄、今泉秀吉、岩崎孝博、氏家正毅、梅

木賢俊、岡田幹夫、荻野裕子、蒲澤鉄太郎・則子、北山政

人、栗林宏三、桑木　功、小西芙美枝、志田博明、品川陸

生、島田芳郎・陽子、清水朋子、白澤昌彦・瑠美子、高架

勇、高橋良直、徳臼恵美、戸津高保、中嶋慶子、中正憲倍・

弘子、成澤里美、原美保、原芳明、広木朋子、辺見敦子、

山形裕規、山口和夫、山本和昭、山本昌子　　以上　36名

【担当幹事】白澤昌彦、梅木賢俊、中正憲倍

鳥民だより

●総会のご案内

日　時：平成16年4月9日（金）午後6時30分

場　所：札幌市市民会館　第4会議室

多数ご参加下さい。

●野鳥写真展と写真募集のお知らせ

く野鳥写真展〉

期　間：平成16年5月8日（土）～5月24日（月）

場　所：光映堂2階ギャラリー「ウエストフォー」

札幌市中央区大通西4丁目

TEL011－261－0101

展示作業は7日午後5時30分から、撤去作業は24日

北海道野鳥だより　第135号（2004）

午後5時30分から行います。

お手すきの方、ご協力願います。

く写真募集〉

写真は原則として道内で撮影したもので、サイズは四ツ

切り、デジタル写真はA4版。鳥の名前、撮影者、撮影年

月、撮影場所を添付して下さい。送付先は左記光映堂の小

林さんまで。7日に直接持参する場合は事前に連絡願います。

作品一点につき一枚の商品券（1，000円）を差し上げま

す。商品券は光映堂本店、地下街店で使えます。問い合せ

は小堀まで。

TEL011－591－2836（19時～22時まで）

●会費納入のお願い

日頃ご協力をいただきありがとうございます。この号

（第135号）と一緒に郵便振替用紙を入れてあります。愛護

会の健全運営のため、速やかな会費納入をお願いします。

宿泊探鳥会のご案内

ミヤコドリ、アカアシシギが待っています

平成16年度の宿泊探鳥会は根室の春国岱と野付半島で

行います。地理的に遠いので、金曜日の夜に夜行バスで

出発し、土曜日にたっぷり1日探鳥します。この時期、

夏鳥はほぼ出そろい、シギ・チドリ類も見られます。ア

カアシシギは100％、ミヤコドリは限りなく100％に近い

確率で見られます（見られるはずです）。

月　　日：6月4日（金）～6日（日）

集合場所：札幌市中央区北大通り　NHK前

集合時刻：4日午後9時30分（出発は午後10時）

宿　　泊：中標津保養所温泉旅館

TEL O1537－2－0368

札幌帰着：6日午後7時頃

定　　員：45名

会　　費：20，000円（バス、宿泊、全食事込み）

申込み先：蒲渾会計幹事

TEL011－663－9783

4月1日午前9時から電話で受付け、定員になり

次第締切ります。

行動予定

1日目：根室へ（途中高速道路利用、車中泊）

2日目：午前7時頃に根室到着。朝食後、春国岱で

午前中探鳥。昼食後、野付半島に移動して

探鳥。午後6時頃中標津保養所温泉旅館へ

（泊）

3日目：宿泊旅館周辺で早朝探鳥。午前7時に朝食。

同8時に出発し開陽台を展望後、阿寒で昼

食。午後1時頃、阿寒を出発し札幌へ（途

中高速道路利用）

★2日日朝、昼食、3日日昼食の場所は手配中。
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覇
☆探鳥会は、悪天候でない限り開催します。

☆昼食、雨具（防寒衣）、観察用具、筆記具、図鑑などを持参ください。（融雪期や雨天の時は長靴

が必要）

☆公共の交通機関を利用される方は、事前に時間などをお確かめのうえ参加ください。

☆探鳥会の問い合わせ

（社）北海道自然保護協会　℡011－251－5465　午前10時～午後4時（土・日祭日を除く）

開催日 劔劔�%H����������+�����������&��劔剌W　合場所　及　び時 � 

葺 �� ��大　　　′ヽ � � ��恩 �� 4月 剪�劔日） 冢ﾂ�幌淋耕公園 � ��剏淘�c　幕別9時集口 �� 

新札幌駅発夕鉄バス（文京通西行大沢公園入口下車）JRバス（文京台循環線文京台南町下車）徒歩5分。 
防寒衣、長靴などが必要。 

春の花たちが咲き始める残雪のある公園内で、さえずり、ドラミングを聞きながら探鳥します。 

4 �� �"� �� ��） 仭R�島　　沼 �� � ��兼官会館‾、湖畔側　幕前10時 偖r� ／ � � ��田下　つり　　　　　　　削 ��

JR函館本線岩見沢駅発と札沼線（学園都市線）石狩月形駅発、中央バス（石狩月形駅又は岩見沢駅行）、 
大富農協前下車　徒歩10分。 

雪解けの湖面にマガンたちの大群が羽を休めます。壮観な飛翔群は春の風物詩、感動します。 

） �� � � ��A �� 5 ��� �� 劔:��三の　　沢 �� � 剩鋳ｹ濁圭葦19特集口 �� 

走鉄バス定山渓線　藤野3条2丁目下車　徒歩15分、または藤野4条5丁目行　藤野4粂2丁目下車　徒歩10分。 

早春の花や芽吹きを感じながら、白鳥園の裏山（藤野マナスル）の探鳥と散策を楽しみます。 

5 �� �� ��‡ ��） 冢ﾂ�幌森林公園 �� � ��大沢口　午前9時集合 �� 

交通機関は、4月11日の案内参照のこと。 
新緑の森林内は、ミズバショウなどの花の盛りです。キビタキ、オオルリなどを探鳥します。 

5 �� �� �� ��） ��r�椚周辺　早 �*�%I+��ム 芥 � ��鰐化場羊前橋紺造岩翔用敷壷公園 佻��5時集鳶 

早朝のため、公共交通機関はありません。自家用車の相乗り希望の方は幹事まで相談のこと。 
川沿いの豊かな自然の宝庫の中で、オオルリやヤマセミなどを探鳥します。防寒衣必携のこと。 

5 �� �� �� �� ��発露雁木沌昼 劔剔蜻�禔@午前9時集合 �� ��

交通機関は、4月11日の案内参照のこと。 

新緑の森林内は春の息吹に彩られ、勢揃いした夏鳥たちのさえずりを聞きながら探鳥します。 

5 �� �"� ��（ ��日） 冖r�川　河　口 �� �� ��JR日高本線　蕗川駅前　午前9 倬ｲ�0 兒ｨ�橙�

JR線鵡川駅下車。道南バス　鵡川農協前下車　徒歩5分。 

砂浜や人口干潟ではシギ・チドリやカモメ類を、牧場では草原の鳥たちや猛禽類を探鳥します。 

5 �� �� ��モ ��白） 倚R�米　　里 �� �� ��東米里小学校正門前　午前9時 �8��ﾏｲ� 

地下鉄菊水駅発JRバス（米里線）東米里小学校前下車。 
カッコウの声がわたる初夏の草原で、エゾセンニュウ、コヨシキリなどを探鳥します。 

6 �� �� �6 ��日 �� � � ��l �� 

（金 剪�、日） 劔�;�8ﾂ�｛　t　　　　　　　　　　　　　′・・11■ 劔 劍,h�"�

の鳥　侶7　木鳥会。疋　45、　切バス利用 劔4日　　　昌、は　内　を参照のこ 

優れた大自然が残る湖沼、湿原、干潟で、ミヤコドリ、アカアシシギなどを探鳥します。 

6 �� ���2tヨ ���7��｢�劍�i[ﾒ�口の滝　夜の探鳥 � � ��平和の滝駐車場　午後6時30分 �� ��

地下鉄琴似駅発JRバス（西野平和線）平和の滝入口下車　徒歩20分。帰りは相乗り相 劔劔炎を。 

ツツドリ、ヨタカ、コノハズクなどの声を聞きます。懐中電灯や防寒、防虫の備えが必要。 

6 � ���3日 凵i日） 劍���嶋Hト � � ��」山L　　　　　　　i．lJ＿ �� 田ウトナイ � 劔JR　　　　　　　　別　　刑9 ���� ��

JR千歳線　植苗駅下車。 
ノゴマ、コヨシキリなどの草原・原野の鳥たちを探鳥します。シマアオジが出れば…最高ですね。 

6 �� �"�日 凵i ��） 冢ﾂ�幌森林公園 �� � ��大沢□　午前9時集合 �� 

交通機関は、4月11日の案内参照のこと。 

森林内では鳥たちの営巣の季節。樹薬の中を忙し 劔�+ｸ*H,�4x5H/�戊-I+�+ﾘ+�/�%I+�+X-ﾈ+x�"�

〔北海道野鳥愛護会〕年会費　個人2，000円、家族3，000円（会計年度4月より） 郵便振替02710－5－18287

〒060－0003　札幌市中央区北3粂西11丁目加森ビル5・六階　北海道自然保護協会気付　℡（011）251－5465

HPのアドレス　　http：／／homepage2．nifty．com／aigokai／
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